
１月の村の動きと主なできごと１月の村の動きと主なできごと

5
日 

・ 

飯
舘
村
消
防
出
初
式（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

６
日 

・ 

仕
事
始
め
式（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

７
日 

・ 

飯
舘
村
議
会
第
1
回
臨
時
会（
議
場
）

　
　 

・ 

芸
能
発
表
祭
実
行
委
員
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

８
日 

・ 

中
川
喜
昭
副
村
長
就
任
式（
村
役
場
）

10
日 

・ 

第
５
回
環
境
回
復
検
討
委
員
会
及
び
報
告
書
提
出（
村
役
場
）

12
日 

・ 

令
和
７
年
飯
舘
村
二
十
歳
の
成
人
式（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

14
日 

・ 

第
２
回
飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
委
員
会（
村
役
場
）

17
日 

・ 

乳
幼
児
健
診（
い
ち
ば
ん
館
）

20
日 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
福
島
市
）

21
日 

・ 「
飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
」発
送

25
日 

・ 

絵
本
ラ
イ
ブ（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

26
日 

・ 

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練（
綿
津
見
神
社
）

27
日 

・ 

定
例
教
育
委
員
会（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

　
　 

・ 

風
力
発
電
事
業
に
係
る
危
機
管
理
に
関
す
る
勉
強
会（
村
役
場
）

28
日 

・ 

飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
　
第
４
回
な
り
わ
い
部
会（
村
役
場
）

29
日 

・ 

飯
舘
村
議
会
第
２
回
臨
時
会（
議
場
）

　
　 
・ 

飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
　
第
４
回
教
育
部
会（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
）

　
　 
・ 
飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
　
第
４
回
健
康
部
会（
い
ち
ば
ん
館
）

30
日 

・ 
第
５
回
学
校
運
営
協
議
会（
村
役
場
）

　
　 

・ 

土
砂
災
害
住
民
説
明
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　 

・ 

飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
　
第
４
回
生
活
部
会（
村
役
場
）

　
　 

・ 

福
島
大
学
食
農
学
類
成
果
報
告
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

31
日 

・ 

飯
舘
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊・横
山
梨
沙
さ
ん
最
終
報
告
会
及
び
卒
隊
式（
村
役
場
）

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

いいたて
なりわい
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有限会社大空ファーム
飯舘村八木沢字下八木沢44
☎︎042-471-0011（神内ファーム二十一
株式会社神明事業部）

　
八
木
沢
地
区
の
自
然
豊
か

な
山
あ
い
に
、有
限
会
社「
大
空

フ
ァ
ー
ム
」の
農
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
現
在
、神
内
フ
ァ
ー
ム

二
十
一
株
式
会
社
神
明
事
業
部
が

開
発
し
た
洪
宝
豚（
は
ん
ぽ
う
と

ん
）の
繁
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
大
空
フ
ァ
ー
ム
」に
は
５
棟
の

豚
舎
が
あ
り
ま
す
。中
で
も
令
和

５
年
に
復
興
事
業
を
活
用
し
て

増
築
し
た
豚
舎
は
最
新
の
機
能

を
備
え
、高
度
な
技
術
を
要
す
る

洪
宝
豚
の
繁
殖
・
飼
育
に
そ
の
機

能
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
洪
宝
豚
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
固

有
の
名
品
種
で
“
食
べ
ら
れ
る
国

宝
”
と
も
言
わ
れ
る
「
マ
ン
ガ

リ
ッ
ツ
ァ
ポ
ー
ク
」
の
四
元
豚
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
漢
字
表
記
「
洪
牙

利
」
の
「
洪
」
の
字
を
名
称
に
入

れ
て
い
ま
す
。
肉
質
は
柔
ら
か

く
、
サ
ラ
ッ
と
し
た
脂
に
甘
味
が

あ
り
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
。
し

か
も
オ
レ
イ
ン
酸
を
多
く
含
む
ヘ

ル
シ
ー
な
豚
肉
に
な
り
ま
す
。

　
「
大
空
フ
ァ
ー
ム
」
で
働
く
谷

宣
春
さ
ん
は
養
豚
一
筋
の
大
ベ
テ

ラ
ン
。
「
い
か
に
健
康
な
豚
を
つ

く
る
か
、
手
を
抜
か
ず
大
切
に
育

て
て
い
ま
す
」
と
、
実
直
な
仕
事

で
愛
情
深
く
飼
育
に
取
り
組
み
、

新
た
な
銘
柄
豚
の
誕
生
に
力
を
尽

く
し
て
い
ま
す
。

　
洪
宝
豚
を
開
発
し
た
神
内

フ
ァ
ー
ム
二
十
一
株
式
会
社
神
明

事
業
部
は
東
京
都
に
あ
り
、
福
島

県
内
の
他
、
北
海
道
や
栃
木
県
に

飯舘村で新たな銘柄豚を育みたい

有限会社大空ファーム

最新鋭の豚舎は空調や温度管理、排泄物
の処理も自動化されています。

黒い巻き毛はマンガリッツァの特徴。親
豚はテリトリーを確保して飼育します。

有機フッ素化合物（PFAS）の検出について

も
大
規
模
な
農
場
を
所
有
し
て
い

ま
す
。
代
表
の
高
橋
義
一
さ
ん

は
、
福
島
県
内
の
養
豚
場
で
働
い

て
い
た
経
験
が
あ
り
、
「
飯
舘
村

で
生
ま
れ
る
子
豚
を
銘
柄
豚
と
し

て
押
し
出
し
て
い
き
た
い
」
と
、

こ
の
事
業
を
地
域
の
復
興
に
も
役

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
畜
産
は
3
6
5
日
・
24
時
間
体

制
の
仕
事
で
す
が
、
こ
の
農
場
で

は
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
目

指
し
、
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
養
豚
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
曜
日
ご
と
に

作
業
を
割
り
振
り
１
週
間
の
流
れ

を
つ
く
る
こ
と
で
週
休
を
確
保

し
、
有
給
休
暇
も
取
れ
る
体
制
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

広々とした敷地に豚舎や事務所が建ち並びます。

谷宣春さん

　福島県は、昨年12月26日付けで、飯舘村内における水質調査の結果、小宮地区の２地点で暫定
目標値（50ナノグラム/L）を超える有機フッ素化合物が検出されたと公表しました。有機フッ素化合
物の排出源となり得る施設付近の「地下水」を調査した中の検出で、２地点の測定値は、72〜78ナノ
グラム/L でした。なお、周辺に人が住んでいない地点で、生活用水としても使用されていないことが
確認されています。福島県によりますと、追加調査した周辺の「地下水」および「新田川下流」の水質
は、いずれも暫定目標値以下でした。また、今後も対象地点の監視調査を継続するとしています。

有機フッ素化合物（PFAS）の一種、PFOS・PFOAは、2000年代初頭までさまざまな
工業製品に使用されていましたが、現在は製造・輸入が禁止されています。分解
されにくい性質があるため、今も環境中に残っていて、環境省や自治体が河川等
で濃度を測定し公表しています。PFOS・PFOAの詳しい情報は、「環境省　PFAS」
で検索し環境省HP でご確認ください。右のQRコードからもアクセスできます。

　「水道水」については、飯舘村が、これまでも継続的に水質調査を実施していますが、有機フッ素化合
物は、検出限界値未満（４ナノグラム/L未満）となっています。

　問  住民課住民係☎︎0244-42-1618

広報いいたて  令和７年２月号広報いいたて  令和７年２月号 広報いいたて  令和７年２月号広報いいたて  令和７年２月号 22222323


